
事業区間：大分県竹田市大字渡瀬～大字戸上

延 長：０．７ｋｍ

Ｒ６当初：０．１億円（事業費）

〇国道５７号 渡瀬・戸上地区登坂車線整備

■当該箇所は、縦断勾配が急な箇所（最大6.8%）で、大型車混入率も高く、速度低下により後続車両の交通阻害が発生。

さらに、平面線形不良箇所（R=120m未満）が3箇所存在しており、事故発生の危険性が非常に高い状況。

■本事業において、登坂車線の設置等を行うことにより、安全・安心な走行環境の確保を図る。

大分５７号 交通安全対策【直轄】 道路－２１新規

《現地状況写真》《諸元等》
た け た わ た せ と う え

《位置図》

《計画平面図》

《計画横断図》 計画現況
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事 業 区 間 ：大分県日田市川下

延 長： １．１ｋｍ

全体事業費： ６０億円

Ｒ ６ 当 初 ：２２．６億円（事業費）

《位置図》

《路線位置図》

▲H28熊本地震による被災状況 ▲斜面に転石・浮石多数

▲断面不足で坑口部へ接触 ▲高さ制限と視距不足の状況

並行現道の被災状況・地形状況

写真③

接触⇒

写真④

至 大分市

国道（直轄以外）

凡 例

県道

国　 道

386
ROUTE

国　 道

211
ROUTE 川下改良

延長1.1ｋｍ

事業区間

ひ

た

か
わ
し
た

（
終
）
大
分
県
日
田
市
川
下

かわ した

← 筑後川

ひ

た

か
わ
し
た

（起
）大
分
県
日
田
市
川
下

国　 道

210
ROUTE

国道（直轄）

至 久留米市

日

田

市

至 大分市 至 久留米市

並行現道（加々鶴トンネル）の状況

写真① 写真②

加々鶴トンネル
か が づる

写真③

写真④

至 大分市

H28熊本地震による
被災箇所

写真①

写真②

《整備効果》

至 久留米市
国　 道

386
ROUTE

国　 道

210
ROUTE

国道２１０号 川下改良【直轄】 道路－２２
か わ し た

継続

■国道２１０号川下改良は､断面不足で老朽化の進む加々鶴トンネルや、落石等の危険性が高い区間の回避を目的とした

防災事業。

■川下改良の整備により、トンネル内の断面が十分に確保され、大型車の走行性向上等が期待されるとともに、地域の

安心・安全を確保する信頼性の高い道路ネットワークの構築に期待。

か わ し た か が づ る

か わ し た

大分県

川下改良
《諸元等》

落石発生箇所

※付近は防災要対策箇所に指定

ひ た かわ した



事業区間：大分県中津市三光西秣

～中津市本耶馬渓落合

延 長：１２．８ｋｍ

全体事業費： ７１１億円

Ｒ６当初：２３．２億円（事業費）

《位置図》

《路線位置図》

《整備効果》

写真①︓H24.7 被災

写真②︓R5.7 被災

至 中津市街

至 日田市

至

日
田
市

至

中
津
市
街

国道２１２号 三光本耶馬渓道路【直轄】 道路－２３
さん こう ほん や ば けい

継続

■国道２１２号三光本耶馬渓道路は、大分自動車道と東九州自動車道及び重要港湾中津港を相互に連絡する高規格道路

中津日田道路の一部を構成し、災害に強いネットワークの構築及び観光振興の支援を目的とする道路。

■三光本耶馬渓道路の整備により、災害時における速やかな緊急車両や一般車両の通行確保及び、沿線観光地への周遊

性向上や観光圏拡大による広域的な観光振興の支援に期待。

なか つさん こう ほん や ば けい

さん こう ほん や ば けい

なか つ さんこう にしまくさ

《諸元等》

なか つ ほん や ば けい おち あい

国道212号は、H24年以降
年間平均約9⽇の全⾯通⾏⽌めが発⽣

本耶馬渓耶馬溪道路耶馬溪道路 三光本耶馬渓道路

中津市
消防本部

E10

E10

R6.3.24開通

定留IC

伊藤田IC

三光下秣IC中津IC

田口IC

青の洞門・羅漢寺IC

本耶馬渓IC

耶馬溪山移IC

耶馬溪下郷IC
(仮称)

R5年7⽉豪⾬時は
代替路 として機能

中津市役所

犬丸IC
写真②R5.7写真①H24.7

至

日
田
市

至 行橋市

至 大分市

なか つ ひ た

■広域観光の振興支援

:防災点検要対策箇所
:災害による全⾯通⾏⽌め（H24〜R4）
:R5年7⽉豪⾬による全⾯通⾏⽌め
:整備前ルート
:整備後ルート

■災害に強いネットワークの構築

▲国道212号の通行規制状況(H24～R4)及びR5年7月豪雨による通行規制箇所

資料：日田市観光振興基本計画(案)、中津市観光振興計画

コロナ禍

中津IC〜⽥⼝IC H31.3開通

回復傾向

（万人）

▲中津市・日田市の観光入込客数の推移

中津市
330万人/年

大分県

観光⼊込客数
中津⽇⽥道路沿線
主要観光地

沿線の
周遊性向上

三光本耶馬渓道路

中
津
日
田
道
路

E10

212

別府・由布への
観光圏の拡⼤

由布市
276万人/年

別府市
372万人/年

昭和の町

観光客で賑わう

一目八景

写真：大分県HP

・三光本耶馬渓道路の整備によって、日田市と中津市の

観光地の周遊性が向上するとともに別府市や由布市

への周遊範囲の拡大により、当該地域の一体的な魅力

が向上し観光客の増加が期待できる。

関係者の声（⽇⽥市ヒアリング）

資料：日田市ヒアリング調査結果(R5.5)

資料：由布市観光動態調査（R3）、
中津市観光振興計画（R3）、
別府市観光動態要覧（R3）、
日田市観光振興基本計画（R3）▲観光地分布状況

E34

日田市
191万人/年



JR大分駅

写真

大分市役所
大分市消防局

錦町地区電線共同溝
延長 ０．４ｋｍ（上下線）

（
起
）
大
分
市

錦
町

（終
）
大
分
市

錦
町

大分中村病院
(二次救急医療機関）

大分県庁

永冨脳神経外科病院
(二次救急医療機関）

お
お
い
た

に
し
き
ま
ち

お
お
い
た

に
し
き
ま
ち

にしきまち

至）別府市
べっぷ

至）佐伯市
さ い き

■無電柱化は、災害時における安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

大分１０号 電線共同溝【直轄】 道路－２４

○国道１０号 錦町地区電線共同溝
《諸元等》《位置図》

《位置図》

にしきまち 《現地状況写真》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

大分県

事業区間 ：大分県大分市錦町

延 長：０．４ｋｍ（上下線）

全体事業費： ７億円

Ｒ６当初 ：０．５億円（事業費）

にしきまち

錦町地区電線共同溝

国土地理院地図を加工して作成

継続

至）別府市

至）佐伯市

※工事着手前



■国道２１２号日田拡幅は、高規格道路中津日田道路「日田山国道路」と一体となって、生活・産業・観光等を結ぶ重

要なネットワークの形成を目的とした４車線拡幅事業。

■日田拡幅の整備により、日田山国道路へのアクセス性向上、交通円滑化を図り、地域産業活動・観光等の支援に期待。

《位置図》
○中津日田道路と一体的に整備することで、日田市と中津市との

アクセスが向上し、産業・観光等を支援

○朝夕通勤時などの交通混雑の緩和及び走行性が向上

《整備効果》

《現地状況写真》

《諸元等》

▲ 現況幅員構成

▲ 計画幅員構成

※現況交通量︓R1年度交通量調査（平⽇）

①三和団地入口交差点

②天神町交差点

③日ノ出第一交差点

混雑状況（帰宅時間帯）

至 中津市

写真①

至 日田市

《路線位置図》

写真②

令和６年２月撮影

至 日田市

至 中津市

国道２１２号 日田拡幅【補助】 継続

ひ た

ひ た

ひ た なか つ ひ た ひ た や ま く に

▲現況交通量と不⾜容量（台/⽇）

な か つ

ひ た ひ た や ま く に

道路－２５

大分県

事業区間：大分県日田市大字三和

～日田市大字渡里

事業主体：大分県

延 長： ２．９ｋｍ

全体事業費： １０５億円

Ｒ６当初： ４．０億円（事業費）

わたりひ た

ひ た み わ
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事業区間：宮崎県都城市高木町

～都城市乙房町

延 長： ５．７ｋｍ

全体事業費： ３５６億円

Ｒ６当初：２２．６億円（事業費）
《路線位置図》

《位置図》

▼都城市郡医師会病院への来院・搬送状況

都城道路(Ⅱ期)

宮崎県

写真② 国道１０号周辺地域での救助活動状況

撮影日：R1.7.1

写真③ 医療施設周辺の渋滞状況

撮影日：R6.2月

至 鹿児島市

至 鹿児島市

写真① 国道10号の大雨による道路冠水状況

撮影日：R1.7.1

至 宮崎市

※

みやこのじょう

みやこのじょうし ぶ し

■国道１０号都城道路(Ⅱ期)は、高規格道路都城志布志道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道宮崎線との結節による

物流の効率化を図るとともに、市街地の交通混雑解消及び沿道環境改善を目的とする道路。

■都城道路（Ⅱ期）の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するとともに、救急医

療施設へのアクセス性向上による地域医療活動の支援に期待。

至 宮崎市

至 宮崎市

至 鹿児島市

写真④ 医療施設周辺の渋滞状況

撮影日：R6.2月

10

222

221

269

269

整備後ルート

約１３分

整備前ルート

約２４分

E10

E10

みやこのじょう

都城IC

たかぎ

高木IC(仮称)

と ほく

都北IC(仮称)

おとぼう

乙房IC

よこいち

横市IC

ひらつか

平塚IC

ごじっちょう

五十町IC

いままち

今町IC
うめきた

梅北IC 222

10

10

し ぶ し

至 志布志市

至 宮崎市

二次救急医療施設
みやこのじょう

都城市郡医師会病院

道路冠水箇所

写真
①

写真
②

写真
③

⾼速道路 事業中区間
国道 開通区間
主要地⽅道
⼀般県道
２⾞線
４⾞線

凡例

⼤淀川⽔系
洪⽔浸⽔想定区域

R1⼤⾬時
浸⽔エリア

写真
④

至 鹿児島市

都城道路（Ⅱ期）
延長5.7km

令和６年度開通予定

都城道路
延長7.7km

令和３年度迄開通済

鹿児島県

宮崎県

国道１０号 都城道路（Ⅱ期）【直轄】 道路－２７
みやこのじょう

みやこのじょう

みやこのじょう

みやこのじょう たか ぎ ちょう

《諸元等》

みやこのじょう おと ぼうちょう

※都城道路（Ⅱ期）の区間は設計速度80km/h、それ以外の区間はETC2.0プローブデータ（R4.4 ～R5.3） の
混雑時旅行速度を用いて、鹿児島県境から都城市郡医師会病院までの所用時間を算出

《整備効果》

至 熊本県 至 大分県

みやこのじょう み また

都城・三股
地域

くし ま にちなん

串間・日南

第三次救急医療施設

こばやし にしもろ

小林・西諸

そ お

曽於医師会立病院

みやこのじょう

都城市郡
医師会病院

宮崎県

鹿児島県

宮大
附属病院

県立
宮崎病院

凡 例

第三次救急医療施設
第二次救急医療施設

：
都城広域
定住自立圏

そ お し ぶ し

曽於・志布志 地域 し ぶ し

志布志IC

みやこのじょう

都城IC

みやこのじょう

都城市

そ お

曽於市

みまたちょう

三股町

し ぶ し

志布志市

みやこのじょう

都城市郡

みやこのじょう

都城救急医療センター

きよたけ

清武JCT

し ぶ し

志布志港

至 熊本県 至 大分県

全線開通

：患者搬送経路



事業区間：宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町

～西臼杵郡高千穂町

延 長： ９．２ｋｍ

全体事業費： ５５９億円

Ｒ６当初：３３．８億円（事業費）

■国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路は、九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車道）の一部を構成し、国道２１８号の

防災課題箇所及び線形不良箇所を回避することにより、走行性、安全性の向上や、災害時の救急活動等の防災機能向

上に寄与する道路。

■五ヶ瀬高千穂道路の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行が確保され、道路ネットワー

クの機能強化に期待。

ご か せ たか ち ほ

ご か せ た か ち ほ のべ おか

《位置図》

宮崎県

五ヶ瀬高千穂道路

《路線位置図》

《整備効果》

▲H28熊本地震 国道218号

至 熊本至 熊本

▲R４台風14号 国道218号

写真②写真①

五ヶ瀬
町役場

国道218号（並行現道）

写真①

写真②

至 延岡

山都町
五ヶ瀬町 H23.9.20(冠水)6.5h

片側通行止め

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

R4.9.18(土砂堆積).
通行止め

五ヶ瀬高千穂道路
延長9.2km

みやざき

宮崎県

くま もと

熊本県

ご か せ たか ち ほ

至 熊本

高千穂町
たか ち ほ ちょう

やま と ちょう

ご か せちょう

防災課題箇所

高千穂
町役場

国道２１８号 五ヶ瀬高千穂道路【直轄】 道路－２８継続

くまもと

熊本県

至 宮崎市

みやざき

宮崎県

至 福岡市 至 北九州市

五ヶ瀬高千穂道路
延長9.2km

ご か せ たか ち ほ

たか ち ほ

高千穂IC
（仮称）

ご か せひがし

五ヶ瀬東IC
（仮称）

九州横断自動車道延岡線 延長約95km
のべ おか

にし うす き ご か せ ちょう

《諸元等》

にし うす き たか ち ほ ちょう

至 鹿児島市

（九州中央自動車道）

ご か せ た か ち ほ



【日南・志布志道路】

事 業 区 間 : 宮崎県日南市大字東弁分～日南市大字平野

鹿児島県志布志市志布志町帖～志布志市志布志町志布志

延 長： ６．９ｋｍ
全体事業費： ５４９億円
Ｒ ６ 当 初 :７ ５ ． ７ 億円（事業費）

（うち宮崎県３８．３億円、鹿児島県３７．４億円）

【油津・夏井道路】

事 業 区 間 : 宮崎県日南市大字平野～日南市南郷町中村甲

宮崎県串間市大字串間～鹿児島県志布志市志布志町帖

延 長： ２０．５ｋｍ
全体事業費： ７７１億円
Ｒ ６ 当 初 :２ ８ ． ２ 億円（事業費）

（うち宮崎県１３．８億円、鹿児島県１４．４億円）

《位置図》

《路線位置図》

国道２２０号 日南・志布志道路 油津・夏井道路【直轄】 道路－２９
に ち な ん

継続
し ぶ し

▲志布志港における木材(丸太)の輸出量推移

出典：各年貿易統計

▲木材輸出における志布志港からの輸出割合
出典：R4年貿易統計

拡大図

至

宮
崎
市

至

鹿
児
島
市

至 都城市

▲日南・志布志道路（志布志区間）、油津・夏井道路（串間・夏井区間）における津波浸水想定区域

※出典：県としての新たな「津波浸水想定」の設定についてR2.2.14【宮崎県】
鹿児島県津波浸水想定の設定についてR3.3.26【鹿児島県】

あぶら つ なつ い

■国道２２０号日南・志布志道路、油津・夏井道路は、地域観光振興及び、木材輸送などの産業活動を支援し、並行す

る国道２２０号の線形不良箇所や事故率の高い箇所等を回避する安全で円滑な高速ネットワークの形成を目的とする

道路。

■日南・志布志道路、油津・夏井道路の整備により、災害時の代替路を確保するとともに、輸送時間の短縮による物流

の効率化等が図られることで、更なる地域産業の活性化に期待。

に ち な ん し ぶ し

に ち な ん し ぶ し あぶら つ なつ い

あぶら つ なつ い

日南・志布志道路
油津・夏井道路

《諸元等》

にちなん ひらの

し ぶ し し ぶ しちょうちょう

し ぶ し し ぶ しちょうし ぶ し

にちなん し ぶ し

にちなん ひがしべんぶん

し ぶ し し ぶ しちょうちょう

くし ま くし ま

あぶらつ なつ い

にちなん なんごうちょうなかむらこう

高速道路
自動車専用道路
国道

開通区間
事業中区間
対象区間
主要観光地

道の駅なんごう

と い

都井岬灯台

お び

飫肥城跡

道の駅くしま
E78

杉丸太生産拠点
くし ま にち なん

（串間市・日南市）

う ど

鵜戸神宮

し ぶ し

志布志港

ダクリ岬
遊園地 し ぶ し だいこく

志布志湾大黒
イルカランド

拡大図

写真

油津・夏井道路
（串間・夏井区間）

日南・志布志道路
（志布志区間）

写真

至 志布志市

串間市街地冠水（平成30年9月）

至 日南市

宮崎県の杉丸太生産量は31年連続日本一。
県内でも日南市・串間市は主な産地であり
志布志港からの輸出が多い

《整備効果》

にちなん ひらの



事業箇所

宮 崎 県

〇国道１０号 市場入口交差点改良

宮崎１０号 交通安全対策【直轄】 道路－３０継続

■当該箇所は、国道１０号から市道鷹尾上長飯通線への流入が多く、特に国道１０号下り線からの左折交通においては、

交差角が鋭角なため、直進阻害による追突事故が発生している。

■本事業において、国道１０号から市道への左折路を新設する事により、交通事故の削減を図る。

《現地状況写真》

《諸元等》
みやこのじょう かみ かわ ひがし

《位置図》

《計画平面図》

至 鹿児島市

至 宮崎市
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至 鹿児島市

至 宮﨑市
みやざき

(市)鷹尾上長飯通線
たかお かみながえとおり

市場入口交差点改良

国道10号

2.50m

0.50m 4.50m

5.50m 9.19m

0.50m

2.00% 0.26%

左折路歩道 交通島

2.00%

《計画横断図》（A-A断面)

い ち ば い り ぐ ち

たか お か み な が え とおり

事業区間：宮崎県都城市上川東

事 業 量：１箇所

Ｒ６当初：０．３億円（事業費）



事業区間 ：宮崎県都城市甲斐元町

延 長：０．５ｋｍ（上下線）

全体事業費： １０億円

Ｒ６当初 ：１．０億円（事業費）

■無電柱化は、災害時における安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

宮崎１０号 電線共同溝【直轄】 道路－３１

○国道１０号 甲斐元地区電線共同溝

《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

か い も と

《現地状況写真》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

※工事着手前

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

至：鹿児島県

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

国土地理院地図を加工して作成

みやこのじょう

甲斐元地区電線共同溝

至）鹿児島県
か ご し ま

ＪＲ五十市駅

ＪＲ西都城駅

都城市役所

平塚IC

五十町IC

ＪＲ都城駅

甲斐元地区電線共同溝
延長 ０．５ｋｍ（上下）
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都城警察署

写真

至：宮崎市

至）鹿児島県
かごしま

ＪＲ五十市駅

ＪＲ西都城駅

都城市役所

平塚IC

五十町IC

ＪＲ都城駅

甲斐元地区電線共同溝
延長 ０．５ｋｍ（上下線）
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みやざき

都城駐屯地

都城警察署

写
真

国土地理院地図を加工して作成

か い も と ち ょ う

宮崎県

継続

都城市役所



■(市)小村新田４号線は、霧島SIC（仮称）への1次アクセス道路として、霧島市街を結ぶネットワークの一部を形成し、

霧島市圏域の物流・交流を支える重要な路線である。

■(市)小村新田４号線と霧島SIC（仮称）を一体的に整備することで、東九州自動車道への交通分散により周辺道路の渋

滞緩和が期待でき、物流の速達性、定時性が確保されることで地域産業の支援に期待。

（市）小村新田４号線 霧島SIC・広瀬工区【補助】 道路－３２新規
こ むら しん でん きり しま ひろ せ

市道小村新田4号線

霧島SIC・広瀬工区

《位置図》

《路線位置図》

《諸元等》 《現地状況写真》

○交通機能分散が図られ、渋滞が緩和し、走行時間の短縮による円滑な交通を確保。
○第１次緊急輸送道路である東九州自動車道へのアクセス向上により、工業団地等
の物流拠点からの更なる物流の効率化に期待。

《整備効果》

工業
団地

至 人吉市

加治木IC

市道 小村新田４号線

（霧島SIC・広瀬工区）

L=0.8km

隼人東IC

霧島SIC（仮称）

工業
団地

霧島市

姶良市

溝辺鹿児島
空港IC

至 鹿児島市

至 都城市

自衛隊
駐屯地

工業
団地

◎ 霧島市役所隼人西IC

工業
団地

こむら しんでん きりしま

こ むら しん でん きりしま

工業
団地

慢性的な
交通渋滞が
発⽣

10

15

20

25

現況
（現道利用）

霧島スマートIC整備後
（霧島スマートIC経由）

19分

14分

所
要
時
間
（分
）

■霧島市役所⇒隼人東ICへの所要時間

5分短縮

資料：ETC2.0プローブデータ（R2.10-R2.12平日夕ピーク：17時台）

◎ 霧島市役所

至 都城市

至 鹿児島市

隼人西IC

▲半導体部品増産に向けた新工業団地整備・新工場建設計画

▲走行時間短縮効果
新工業
団地

【整備前】
東九州自動車道までの区間に
交通が集中し、渋滞が発生。

主要渋滞箇所

工業団地

▲写真① 国道１０号渋滞状況

国分IC

霧島
市内

（市）小村新田４号線

錦江
湾

▲写真② 整備イメージ

国分IC

▲半導体部品増産に向けた新工業団地整備・新工場建設計画

R6造成完了予定

新工業団地整備計画地
（国分上小川地区産業拠点整備）

【工場等予定地(12ha)】

R4.10完成

新研究棟
（約100億円、延床面積2.3ha）

R6操業開始予定

新工場2棟増設中
（約110億円、延床面積4.7ha）

霧島SIC（仮称）

隼人東IC

【霧島SIC（仮称）整備時】
渋滞箇所を経由せず、東九州自動
車道へアクセス可能となる

霧島SIC（仮称）

霧島市

事業区間：鹿児島県霧島市国分広瀬

事業主体：霧島市

延 長：０．８ｋｍ

全体事業費：７．３億円

Ｒ６当初：０．４億円（事業費）

きり しま こく ぶ ひろ せ

きりしま

きりしま

きりしま



志布志道路

（主）志布志福山線 志布志道路【補助】

《位置図》 《平面図》

《諸元等》

《現地状況写真》

《整備効果》

し ぶ し ふ く や ま し ぶ し

▲ 臨港道路 大型車の渋滞状況

写真①

○都城志布志道路の全線開通により、都城ICから
志布志港までのアクセス向上が図られ、広域拠
点間の所要時間短縮

○地域産業の活性化を支
える信頼性の高いかつ
効率的なネットワーク
の形成

至 志布志港

至 鹿屋市至 串間市

道路－３３

開通済み
事業区間

他事業区間

凡例

■(主)志布志福山線志布志道路は、九州縦貫自動車道宮崎線と重要港湾志布志港を結ぶ都城志布志道路の一部を構成し、

地域産業を支える重要な道路。

■志布志道路の整備により、広域ネットワークによる物流の効率化を図るとともに、地域間の交流・連携が図られるこ

とを期待。

し ぶ し みやこのじょうし ぶ し
し ぶ し

し ぶ し ふ く や ま

し ぶ し

都城道路（Ⅱ）
L=5.7km

全線開通

鹿児島県

事業区間：

鹿児島県志布志市志布志町

事業主体：鹿児島県

延 長： ３．２ｋｍ

全体事業費： ２０５億円

Ｒ ６当初：３１．９億円

（事業費）

し ぶ し し ぶ し ちょう



事業区間：鹿児島県阿久根市鶴川内

～薩摩川内市水引町

延 長： ２２．４ｋｍ

全体事業費：１，０５０億円

Ｒ ６ 当初 ： ２６．０億円（事業費）

■国道３号阿久根川内道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、九州南西部の地域経済の活性化及び高速定時性

の確保を目的とする道路。

■阿久根川内道路の整備により、並行する国道３号とのダブルネットワークを形成し、災害による通行規制等が生じた

場合の代替機能が確保されるとともに、所要時間が短縮され新たな企業立地や雇用創出など、地域産業の活性化に期

待。

道路－３４継続国道３号 阿久根川内道路【直轄】
あ く ね せ ん だ い

あ く ね せん だい

あ く ね つる がわ うち

さ つ ま せん だい みずひきちょう

■並行する国道３号の過去の被災状況

▲ 大雨による冠水状況（R2.5）▲ 法面崩壊状況（R3.7）

写真②写真①

▲薩摩川内市の立地協定締結件数
および新規雇用者数の推移

南九州西回り自動車道の
開通が企業立地を後押し！

▲薩摩川内市の企業立地状況（H24～R5）

阿
久
根
川
内
道
路

川
内
隈
之
城
道
路【

供
用
】

H27.3

※立地協定で新設・増設を
決めた企業

：立地協定企業※

川内隈之城道路全線開通（H27.3.7）
阿久根川内道路（H27事業化）

■雇用促進による地域産業の活性化

出典：鹿児島県HP、鹿児島県提供資料、薩摩川内市商工政策課提供資料

出典：鹿児島県HP、鹿児島県提供資料

高速道路

至
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児
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市

あ く ね せんだい

阿久根川内道路
延長22.4km
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IC 写真撮影箇所

及び撮影方向
①

あ く ね

阿久根市

いずみ

出水市

せんだい

川内港
①②

：災害発生箇所
（H２３～R４）

湯
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さつ ま せんだい

薩摩川内市

高規格道路

至 阿久根市

至 鹿児島市

至 鹿児島市

至 阿久根市

至

八
代
市

国道

開通区間

事業中区間

（仮称）

（仮称） （仮称）

阿
久
根
IC

（仮称）

（仮称）

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

《路線位置図》
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事業区間：鹿児島県鹿児島市田上八丁目

～鹿児島市上荒田町

延 長： ３．４ｋｍ

全体事業費：１，１８８億円

Ｒ ６ 当初 ： ７６．４億円（事業費）

■国道３号鹿児島東西道路は、鹿児島東西幹線道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道をはじめとする高規格道路等と

一体となって広域ネットワークを形成する道路。

■鹿児島東西道路の整備により、交通結節点である鹿児島ＩＣから鹿児島港や鹿児島市街地と周辺地域のアクセス機能

が強化され、現道交通が分散されることにより交通混雑が緩和し、交通安全性の向上に期待。

道路－３５継続国道３号 鹿児島東西道路【直轄】
か ご しま とう ざい

た がみ

う え あら た ちょう

か ご しま とう ざい

(分)

約12分短縮

▲ 鹿児島IC～鹿児島港（鹿児島新港）間
の所要時間変化

資料：全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅行速度)
開通前：H17全国道路・街路交通調査
開通後：R3全国道路・街路交通調査

※鹿児島東西道路60km/hで試算

︓10km/h未満
︓10〜20km/h
︓20〜30km/h
︓30〜40km/h
︓40km/h以上

▲ 並行現道の交通状況（写真①）

▲ 交通量の変化（断面①）
資料:現況(R3全国道路・街路交通情勢調査)

将来(交通量推計結果)

▲ 渋滞中に走行する救急車（写真②）

②

⿅児島東⻄道路への
転換により、現道の
交通量が約3割減

《位置図》《諸元等》 《整備効果》

《路線位置図》

①

至：鹿児島IC

至：鹿児島港

鹿児島IC

鹿児島港

凡 例

：国道

：高速道路

：有料道路

：主要地方道等

：事業中区間

：開通区間

：調査中区間

至：鹿児島港

至：鹿児島IC

か ご しま とう ざい

か ご しま とう ざい

か ご しま とうざい

資料：プローブデータ（R4.4-R5.3月平日）
※100m区間ごとの速度集計



事業区間：鹿児島県鹿屋市白水町

～垂水市新城

延 長： ７．５ｋｍ

全体事業費： ２００億円

Ｒ６当初：１０．５億円（事業費）

ふる さ と ち ょ う

冠水箇所

継続

《位置図》

鹿児島県
国道２２０号

古江バイパス

《整備効果》

▲ 事業中区間の交通状況

【凡 例】

開通済み区間
事業中区間
国道
主要地方道

学校
主要渋滞箇所
主な交差点
信号交差点

▲ H29.7冠水状況

鹿屋市古里町交差点
ふるさとちょうか の や《路線位置図》

資料：事故統合データベース(H18～R4）

2.0

0.3
0

1

2

3

▲整備前後区間別1kmあたりの交通死傷事故件数
資料：交通事故統合データベース（R1-R4の4年平均）

（件/km・年）

古江バイパス
(開通済区間)
(延長5.2km)

国道220号現道
(延長2.3km)

国道220号現道の

約1/7
（
終
）
垂
水
市
新
城

た
る
み
ず

し
ん
じ
ょ
う

H23.3 開通

(

起
）
鹿
屋
市
白
水
町

か
の
や

し
ろ
み
ず
ち
ょ
う

延長 1.3km

ふる え

古江バイパス 延長7.5km

至 錦江町
きんこうちょう

至

霧
島
市

き
り
し
ま

事業中

延長 2.3km

一般国道

市道

県道

H20.3 開通

延長 3.9km

事業中

開通済

至

志
布
志
市

し

ぶ

し

国道２２０号 古江バイパス【直轄】 道路－３６
ふる え

■国道２２０号古江バイパスは、鹿屋市白水町から垂水市新城において、円滑な走行性の確保及び交通安全性の向上を

目的とする道路。

■古江バイパスの整備により、災害時の代替路を確保するとともに、交通混雑の緩和による交通安全性の向上に期待。

ふる え かの や しろ みず ちょう たる みず しん じょう

ふる え

かの や しろ みずちょう

《諸元等》

たる みず しんじょう

写真①

写真②

法面崩壊箇所

写真②写真①

撮影：Ｒ3.6

▲死傷事故件数推移



事業区間 ：鹿児島県鹿児島市宇宿１丁目

延 長：１．５ｋｍ（上下線）

全体事業費： ２０億円

Ｒ６当初 ：２．０億円（事業費）

鹿児島２２５号 電線共同溝【直轄】

■無電柱化は、災害時における安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－３７

○国道２２５号 新栄地区電線共同溝
《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

しん えい

《現地状況写真》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

※令和5年11月撮影

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

至：鹿児島市

新栄地区電線共同溝

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

鹿児島県

至：枕崎市

う す き

JR宇宿駅

鹿児島大学病院

JR南鹿児島駅

鹿児島市

(起)鹿児島市宇宿1丁目
かごしま うすき

(終)鹿児島市宇宿1丁目
かごしま うすき

新栄地区電線共同溝
延長 １．５ｋｍ（上下線）

しんえい

マリンポートかごしま

鹿児島県庁・県警本部

写真

至）枕崎市
まくらざき

至）鹿児島市街
か ご し ま

国土地理院地図を加工して作成

継続



事業区間：鹿児島県薩摩川内市平佐町

～鹿児島県薩摩川内市東大小路町

延 長： ０．５ｋｍ

全体事業費：１８．２億円

Ｒ６当初： ４．２億円（事業費）

■ (市)隈之城・高城線に架かる天大橋は、直轄診断の結果、橋のつなぎ目が沈下していることを確認。修繕には高度な

技術力を要することから、薩摩川内市から要請をうけ、国が修繕代行により橋梁補修を実施。

■当該橋梁の老朽化対策により、地域における安全かつ円滑な交通の確保を図る。

（市） 隈之城・高城線 修繕代行 天大橋【直轄】 継続

《位置図》 《諸元等》

《路線位置図》

▲橋のつなぎ目の沈下▲橋脚のひび割れ

《全景》

《損傷状況》

く ま の じょう

さ つ ま せ ん だ い

て ん た い ば しく ま の じ ょ う た き

さ つ ま せ ん だ い ひらさちょう

さ つ ま せ ん だ い ひがしおおしょうじちょう

た き て ん た い ばし

天大橋
てんたいばし

至 阿久根市

至 いちき串木野市

川内川

あ く ね

くし き の

せんだいがわ

道路－３８



下関北九州道路 道路－３９
し も の せ き き た き ゅ う し ゅ う

継続

■下関北九州道路は、下関市、北九州市の都心部を結び、循環型ネットワーク形成により、くらし、産業・物流、観光、

渋滞緩和など地域の一体的発展に寄与するとともに、本州と九州の広域的な人流・物流及び経済活動の活性化を支え

る大動脈であり、災害時の代替路としての機能・役割を担う道路。

■令和６年度は、引き続き、山口県及び福岡県等の関係自治体と協力しつつ、都市計画・環境アセスメントを進めるた

めの調査を推進。

しものせき きた きゅう しゅう きたきゅうしゅうしものせき

《位置図》
《当該地域の課題》
■令和４年９月の台風１４号では、関門橋が通行止めとなり関門トンネルに交通が

集中し、周辺部が渋滞。

■関門トンネル・関門橋を利用する交通需要の約8割は広域交通(地域内外・通過交通) 
であり、通行止めにより約7万台/日に影響する可能性がある。

※海峡部の構造形式は 橋梁

○通行止めによる本州-九州間の

広域物流への影響

関門トンネル・関門橋
を利用する交通需要の
約８割が広域交通

□関門トンネル・関門橋を利用する交通需要

資料：全国道路・街路交通情勢調査
自動車起終点調査（H27）

注1）全車で集計
注2）北九州市・下関市を地域内として集計

□通行止めが全国に影響

九州-本州間の通行止めにより
約7万台/日に影響する可能性あり

資料：全国道路・街路交通情勢調査
自動車起終点調査（H27）

○令和４年９月の台風１４号の影響

ETC2.0プローブ（R4.9.20（火）2：00～3：00）

下関市

北九州市

《路線位置図》



■九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車道）は、熊本県上益城郡御船町を起点として宮崎県延岡市に至る延長９５

ｋｍの高規格道路であり、九州における循環型高速ネットワークを形成し、九州全体の産業、経済、文化の発展に資

する道路。

■平底～蔵田間については、令和６年度より、概略ルート・構造等の検討（計画段階評価）に着手。

九州横断自動車道延岡線 （平底～蔵田） 道路－４０新規
の べ お か ひ ら そ こ

か み ま し きのべおか

く ら た

み ふ ね まち の べ お か

ひ ら そ こ く ら た

《位置図》 《地域の現状》
◆国道218号（平底～蔵田間）における交通事故は、宮崎県県内平均を越える箇所が複数存在
◆線形不良箇所 １１箇所（平面線形：２箇所、縦断勾配：９箇所）

＜死傷事故率(H30-R3)＞
資料：道路台帳、交通事故統合データベース(H30-R3)、宮崎県警交通事故マップ（死亡事故3件）

線形不良箇所が
連続する区間で
事故が多発道の駅青雲橋の沿道

出入り時に事故が多発

資料：道路台帳、交通事故統合データベース(H30-R3) ※ 死傷事故率の宮崎県内平均は、宮崎県管理道路の平均値を使用

※ 事故危険箇所は死傷事故率100件/億台㌔以上のイタルダ区間を示す

写真１

至 高千穂町

至 延岡市

R=120m

写真2

至 高千穂町

至 延岡市

▲正面衝突事故(R2.2.19)▲線形不良箇所

▲線形不良箇所内での重大事故・軽傷事故の割合

約２割の事故が発生

約２割が死傷・重傷事故

資料：道路台帳、交通事故統合データベース(H30-R3)

▲30年以内に震度６以上の
大規模災害に見舞われる可能性の発生確率

資料：国立研究開発法人防災科学技術研究所
J-SHIS Map 地震ハザードステーション

九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車道）

平底～蔵田

◆当該区間は、災害リスクが高い地域


	道－１　06_【R6当初】（交安）下辺春視距改良（福岡）v2
	道－２　06_【R6当初】（改築）国道201号八木山バイパス　参考資料（個票）_「改築」（240318）
	道－３　06_【R6当初】（改築）国道3号博多バイパス　参考資料（個票）_「改築」240305
	道－４　06_【R6当初】（改築）有明海沿岸道路（大牟田～大川）、大川佐賀道路　参考資料（個票）_「改築」
	道－５　06_【R6当初】（改築）国道497号今宿道路　参考資料（個票）_「改築」_240227ｖ2
	道－６　06_【R6当初】（改築）鳥栖拡幅　参考資料（個票）_「改築」v4 
	道－７　06_【R6当初】（改築）伊万里道路　参考資料（個票）v5
	道－８　06_【R6当初】（電共）神辺地区電線共同溝　代表事例v2
	道－９　06_【R6当初】（補助）佐賀道路v3
	道－10　06_【R6当初】（改築）国道34号歩行者利便増進道路整備事業v11
	道－11　06_【R6当初】（交安）空港北口交差点改良（長崎）v2
	道－12　06_【R6当初】（改築）国道497号松浦佐々道路　参考資料（個票）_「改築」_240311
	道－13　06_【R6当初】（電共）雲仙地区(２)電線共同溝　代表事例 
	道－14　06_【R6当初】（補助）瑞穂吾妻バイパスv2
	道－15　06_【R6当初】（改築）大津道路・大津熊本道路（大津西～熊本）参考資料（個票）_「改築」 240318
	道－16　06_【R6当初】（改築）芦北出水道路　参考資料（個票）_「改築」v5
	道－17　06_【R6当初】（改築）竹田阿蘇道路　参考資料（個票）_「改築」v7
	道－18　06_【R6当初】（改築）滝室坂道路　参考資料（個票）_「改築」v5
	道－19　06_【R6当初】（交安）岩城歩道整備（熊本）v2
	道－20　06_【R6当初】（補助）砂原四方寄線（池上工区）v3
	道－21　06_【R6当初】（交安）渡瀬・戸上地区登坂車線整備（大分）
	道－22　06_【R6当初】（改築）R210川下改良　参考資料（個票）_「改築」v4
	道－23　06_【R6当初】（改築）R212三光本耶馬渓道路　参考資料（個票）_「改築」（240313）v3
	道－24　06_【R6当初】（電共）錦町地区電線共同溝　代表事例
	道－25　06_【R6当初】（補助）日田拡幅
	道－26　06_【R6当初】（改築）南郷奈留道路（個票）v3 
	道－27　06_【R6当初】（改築）都城道路（Ⅱ期）240318
	道－28　06_【R6当初】（改築）国道218号五ヶ瀬高千穂道路　参考資料（個票）_「改築」v4
	道－29　06_【R6当初】（改築）日南・志布志道路_油津・夏井道路　参考資料（個票）_「改築」240318
	道－30　06_【R6当初】（交安）市場入口交差点改良（宮崎）
	道－31　06_【R6当初】（電共）甲斐元地区電線共同溝　代表事例 
	道－32　06_【R6当初】（補助）小村新田4号線v3
	道－33　06_【R6当初】（補助）志布志道路v2
	道－34　06_【R6当初】（改築）阿久根川内道路　参考資料（個票）_「改築」 0311
	道－35　06_【R6当初】（改築）鹿児島東西道路　参考資料（個票）_「改築」 0226_v5
	道－36　06_【R6当初】（改築）古江バイパス　参考資料（個票）_「改築」240219v2
	道－37　06_【R6当初】（電共）新栄地区電線共同溝　代表事例_
	道－38　06_【R6当初】（維持）天大橋修繕代行事業v3
	道－39　06_【R6当初】（調査）下北道路_240306v1
	道－40　06_【R6当初】（調査）一般国道218号（九州横断自動車道延岡線）平底～蔵田】参考資料（個票）v1



